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第

四

回

総

会

を

迎

え

る

に

当

た

っ

て

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

保
存
の
会
が
発
足
し
て
か
ら
丸
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
会
員
の
数
は
順
調
に
伸
び
、
日
吉
台
地
下
壕
の

存
在
や
保
存
運
動
に
つ
い
て
、
か
な
り
世
間
に
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
保
存
の
見
通
し
は
一
憂
一
喜
で

す
が
、
少
し
づ
つ
着
実
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
強
制
連
行
や
従
軍
慰
安

婦
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
戦
後
補
償
の
要
求
が
、

日
本
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ

ア
は
既
に
実
施
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
も
日
系
人
の
強

制
収
容
に
対
し
て
補
償
し
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
が
ほ

ほ
か
む
り
し
て
す
ま
す
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
国
々
と
仲
良
く
や
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
近

現
代
史
を
正
し
く
学
び
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
や
る
べ
き

こ
と
は
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
吉
台
地
下
壕
は
生
き
た
現
代
史
を
学
習
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
早
急
な
整
備
・
保
存
が
望
ま
れ
ま
す
。

総
会
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
き
、
保
存
運
動
の
前
進
の
た
め
に
話
し
合
い
、

総
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
お
知
ら
せ
」

第

四

回総
会

○

日

時

四
月
一
八
日
（
土
）

午
後
二
時
よ
り

（
受
付
は
午
後
一
時
五
〇
分
か
ら
）

○

場

所

慶
應
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

藤
山
記
念
館
大
会
議
室

○

会

次

第

1
、
開
会
の
辞

2
、
会
長
挨
拶

3
、
議
長
選
出

4
、
議
事

①
一
九
九
一
年
度
活
動
報
告

②
一
九
九
一
年
度
会
計
報
告

③
一
九
九
一
年
度
会
計
監
査

報
告

④
質
疑
応
答
及
び
承
認

⑤
一
九
九
二
年
度
運
営
委
員

会
計
監
査
・
顧
問
の
選
出

⑥
一
九
九
二
年
度
活
動
方
針

案
説
明

⑦
一
九
九
二
年
度
予
算
案

説
明

⑧
質
疑
応
答
及
び
承
認

⑨
新
会
長
挨
拶

⑩
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
採
択
と

承
認

⑪
そ
の
他

5
、
議
長
解
任

6
、
閉
会
の
辞

○

映

画

上

映

「
戦
争
と
青
春
」

◇
別
紙
に
映
画
紹
介
が
あ
り

ま
す
の
で
お
読
み
下
さ
い
。

◇
映
画
は
無
料
で
す
。
是
非
、

ご
覧
下
さ
い
。

第

十

回

幹

事

会

報

告

日
時
　
二
月
一
一
日

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
七
九
名

二
、
一
月
二
五
日
‥
元
連
合
艦
隊

司
令
部
所
属
警
備
隊
の
元
曹
長

に
聞
き
取
り
課
査
を
し
た
。

警
備
隊
は
歩
哨
と
か
従
兵
の

仕
事
を
し
て
い
た
。
朝
鮮
人
が

夜
も
地
下
壕
を
掘
っ
て
い
た
。

三
、
一
月
二
八
日
‥
日
吉
台
小
学

校
教
職
員
組
合
の
主
催
で
、
父

母
と
一
緒
に
地
下
壕
見
学
会
を

開
催
す
る
予
定
。

四
、
一
月
三
〇
日
‥
会
報
一
五
号

発
行
。

五
、
一
月
三
一
日
～
二
月
一
日
の

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
平
和
・

軍
縮
・
共
生
の
た
め
に
」
国
粋

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
時
に
、
秘
書

を
通
じ
て
宇
都
宮
徳
馬
氏
に
地

下
壕
保
存
に
つ
い
て
、
力
に
な

っ
て
頂
け
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
。ま
た
、
憲
法
学
者
小
林
直
樹
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氏
に
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
講
演

を
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し

た
。

六
、
二
月
八
日
‥
ふ
れ
あ
い
館
の

「
人
権
尊
重
学
級
」
の
講
演
の

時
、
講
師
の
N
H
K
国
際
局
チ

ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
田
辺
寿
男

氏
に
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
講
演

を
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し

た
。

七
、
二
月
九
日
‥
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
。

M
氏
の
話
‥
大
聖
院
裏
の
地
下

壕
は
殆
ど
朝
鮮
人
労
働
者
が
掘

っ
て
い
た
。
海
軍
が
民
間
の
土

建
業
の
監
督
を
使
っ
て
掘
ら
せ

て
い
た
。
朝
鮮
人
は
軍
の
方
か

ら
割
当
（
一
組
三
〇
人
ぐ
ら
い
）

で
送
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
飯
場

は
箕
輪
の
方
に
あ
っ
た
。
地
下

壕
は
主
に
つ
る
は
し
で
掘
っ
た
。

固
い
と
こ
ろ
は
ハ
ッ
パ
を
か
け

て
い
た
。
出
た
土
は
ト
ロ
ッ
コ

で
田
圃
に
捨
て
た
。
日
本
人
労

働
者
も
い
た
が
、
労
働
の
き
つ

い
と
こ
ろ
は
朝
鮮
人
労
働
者
が

や
っ
た
。
金
蔵
寺
の
西
に
あ
る

E
氏
の
家
は
、
元
朝
鮮
人
が
借

り
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
朝
鮮

人
労
働
者
が
い
た
。
こ
こ
に
い

た
朝
鮮
人
は
殆
ど
日
本
語
を
話

し
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
は
、
戦

後
殆
ど
朝
鮮
に
掃
っ
た
が
、
残

っ
た
人
も
い
た
。
木
下
、
林
な

ど
の
日
本
名
を
名
乗
っ
て
い
た

人
が
残
っ
て
い
た
が
、
二
人
と

も
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
他
、
朝

鮮
人
は
新
丸
子
や
菊
名
に
ず
い

ぶ
ん
住
ん
で
い
た
。

W
氏
の
話
‥
W
氏
は
、
当
時

中
学
三
年
生
で
、
潜
水
艦
で
石

油
を
運
ぶ
た
め
に
、
羽
二
重
と

ゴ
ム
を
幾
重
に
も
重
ね
て
石
油

を
入
れ
る
大
き
な
袋
を
造
っ
て

い
た
。
一
九
四
一
年
ご
ろ
南
日

吉
に
大
塚
工
場
を
造
る
の
で
、

田
圃
の
埋
め
立
て
に
朝
鮮
の
人

が
き
て
い
た
。
近
く
の
I
氏
の

家
は
、
当
時
朝
鮮
人
の
か
し
ら

（
日
本
名
で
村
田
と
い
う
人
）

が
借
り
て
い
て
、
三
〇
人
ほ
ど

の
朝
鮮
人
が
入
っ
て
い
た
。
年

は
二
〇
～
四
〇
才
ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
飯
場
は
、
A
氏
の
現
在

市
民
農
園
に
な
っ
て
い
る
所
に

あ
っ
た
。
A
氏
の
（
い
ま
公
園

に
な
っ
て
い
る
）
所
か
ら
土
を

理
立
地
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
で
運
ん

で
い
た
。

戦
時
中
、
日
吉
台
小
学
校
に

朝
鮮
人
の
子
供
が
き
て
い
た
。

渡
辺
氏
は
、
彼
ら
に
朝
鮮
語
の

教
科
書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。

日
吉
本
町
の
赤
門
坂
を
下
っ

た
と
こ
ろ
に
も
勧
鮮
人
の
飯
場

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
三
〇
人

ぐ
ら
い
の
人
が
い
た
。
こ
こ
は

地
元
の
I
氏
が
、
取
り
仕
切
っ

て
い
た
。
こ
こ
に
い
た
朝
鮮
人

は
、
殆
ど
日
本
語
が
話
せ
ず
、

戦
後
す
ぐ
朝
鮮
に
帰
っ
て
行
っ

た
人
が
多
か
っ
た
。
在
日
で
は

な
く
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ

た
人
の
よ
う
だ
っ
た
。
独
身
の

二
〇
才
前
後
の
若
い
人
が
多
か

っ
た
。
と
き
ど
き
、
お
腹
が
す

い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
貰
い
に
き
た
と
い

う
。
み
ん
な
礼
儀
正
し
か
っ
た
。

当
時
日
本
人
は
黙
っ
て
畑
か
ら

も
っ
て
行
く
人
が
多
か
っ
た
。

W
氏
の
防
空
壕
は
、
元
住
吉

に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
に
掘
っ

て
も
ら
っ
た
。
当
時
、
元
住
吉

や
綱
島
に
は
朝
鮮
人
が
か
な
り

住
ん
で
い
た
。
多
く
の
人
は
朝

鮮
に
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。

南
の
人
が
多
か
っ
た
。

八
、
二
月
一
一
日
‥
「
神
奈
川
と

朝
鮮
と
の
関
係
史
」
調
査
委
員

会
。
委
員
会
に
は
県
の
国
際
交

流
課
の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
る
。

地
下
壕
保
存
に
つ
い
て
の
県
の

窓
口
は
、
国
際
交
流
課
に
な
っ

て
お
り
、
委
員
会
に
出
席
さ
れ

て
い
る
交
流
課
の
方
に
会
報
第

一
五
号
を
渡
し
、
そ
の
中
に
書

か
れ
て
い
る
保
存
に
つ
い
て
の

要
望
書
の
案
を
説
明
し
た
。

九
、
二
月
一
一
日
‥
国
会
議
員
団

の
地
下
壕
視
察
に
つ
い
て
電
話

で
打
ち
合
せ
を
し
た
。
詳
し
い

日
程
は
こ
れ
か
ら
。

幹
事
よ
り

保
存
の
目
的
は
、
朝
鮮
人
問
題

を
主
に
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
日
吉
の
地
下
壕
か
ら
見
え

る
戦
争
の
実
相
を
知
っ
て
も
ら
い
、

戦
争
と
平
和
を
考
え
る
史
跡
と
し

て
残
す
こ
と
で
あ
る
。

議
事
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一
、
地
下
壕
見
学
会
に
つ
い
て

三
月
一
日
ま
た
は
三
月
八
日

一
時
半
‥
地
下
壕
徹
底
調
査

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方

1
国
会
議
員
団
の
地
下
壕
視
察

に
つ
い
て

2
県
知
事
と
市
長
へ
の
陳
情

近
い
う
ち
に
県
知
事
に
要

請
書
を
持
っ
て
い
く
。

三
、
調
査
活
動
に
つ
い
て

慶
應
関
係
、
朝
鮮
人
関
係
、
地

元
住
民
関
係
、
旧
海
軍
開
係
等

地
図
を
つ
く
り
区
域
を
決
め
て

調
査
を
す
る
。

四
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

小
林
直
樹
氏
、
N
H
K
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
獅
子
ヶ
谷
の
地
下

壕
の
金
子
氏
な
ど
の
講
演
。

五
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

総
会
ま
で
に
発
行
し
た
い
。

六
、
会
報
第
一
六
号
の
発
行

三
月
～
四
月
に
発
行
予
定
。

七
、
四
4
回
総
会
に
つ
い
て

四
月
一
八
日
（
土
）
二
持

総
会
と
イ
ベ
ン
ト

八
、
そ
の
他

戦
時
中
の
化
学
関
係
の
会
社
の

地
下
壕
が
獅
子
ヶ
谷
に
あ
り
、

最
近
地
下
壕
か
ら
化
学
物
質
が

流
れ
だ
し
て
い
て
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
金
子
氏
は
、
そ
の
近

く
の
方
で
あ
る
。

第
十
一
回
幹
事
会
報
告

日
時
三
月
一
一
日

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
七
九
名

二
、
二
月
二
〇
日
‥
神
奈
川
県

「
朝
鮮
史
」
調
査
＝
大
磯
と
二

宮
の
町
役
場

三
、
二
月
二
一
日
‥
元
連
合
艦
隊

司
令
部
の
通
信
隊
を
の
戦
友
会

「
日
吉
会
」
の
布
川
氏
に
会
う
。

日
吉
会
（
二
〇
数
名
）
で
一
〇

月
三
日
（
土
）
に
地
下
壕
を
見

学
し
た
い
と
い
う
要
望
あ
り
。

四
、
二
月
二
四
日
‥
神
奈
川
県

「
朝
鮮
史
」
調
査
＝
伊
勢
原
市

役
所

五
、
二
月
二
二
日
‥
保
福
禅
寺
住

職
の
高
橋
哲
英
氏
、
元
陸
軍
砲

兵
隊
で
川
崎
市
久
末
の
高
射
砲

陣
地
に
い
た
片
野
芳
雄
氏
か
ら

の
聞
き
取
り
。

六
、
二
月
二
三
日
‥
地
下
壕
出
入

口
近
く
の
元
港
北
区
役
所
職
員

の
原
政
春
氏
、
元
朝
鮮
人
の
方

で
帰
化
さ
れ
た
N
氏
、
I
商
店

の
お
ば
さ
ん
（
夫
婦
と
も
元
朝

鮮
人
）
、
戦
前
か
ら
の
土
建
業

の
花
村
建
設
の
一
族
（
出
は
朝

鮮
人
の
方
で
帰
化
さ
れ
て
い
る
）

の
方
か
ら
の
聞
き
取
り
。

七
、
二
月
二
五
日
‥
矢
上
橋
近
く

の
吉
本
正
一
氏
、
渡
辺
威
氏
か

ち
の
聞
き
取
り
。

八
、
二
月
二
七
日
‥
地
下
壕
出
入

口
近
く
の
加
藤
豊
氏
か
ら
の
聞

き
取
り
。

九
、
二
月
八
日
‥
幹
事
に
よ
る
地

下
壕
徹
底
調
査
。
東
急
ケ
ー
ブ

ル
T
V
が
取
材
。

一
〇
、
そ
の
他
‥
九
〇
・
九
一
年

度
の
会
費
未
納
者
に
、
九
三
年

度
分
も
含
め
て
会
費
納
入
の
手

紙
を
振
り
込
み
用
紙
を
同
封
し

て
郵
送
し
た
。
今
だ
に
納
入
者

無
し
。

議
事
一
、
三
月
一
四
日
（
日
）
の
日
吉

台
小
学
校
の
地
下
壕
見
学
会

3
0
人
参
加
の
予
定

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方

1
国
会
議
員
団
の
地
下
壕
視
察

三
月
二
四
日
に
打
ち
合
わ
せ

2
県
や
市
当
局
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て

三
月
中
に
知
事
秘
書
の
蔵
氏

を
通
し
て
要
請
し
た
い
。

三
、
調
査
活
動
に
つ
い
て

1
慶
應
開
係
、
朝
鮮
人
関
係
、

地
元
住
民
関
係
、
海
軍
関
係

2
大
倉
山
の
地
下
壕
の
調
査
に

つ
い
て
は
金
子
氏
に
連
絡
し

て
か
ら
決
め
る
。

3
箕
輪
・
蟹
ヶ
谷
の
地
下
壕
の

徹
底
調
査
に
つ
い
て
は
総
会

後
に
行
う
。

四
、
第
四
回
総
会
に
つ
い
て

日
程
‥
四
月
一
八
日

．
午
後
二
時
～
五
時

イ
ベ
ン
ト
‥
映
画
「
戦
争
と
青
春
」

の
上
映

役
員
候
補
‥
幹
事
を
増
や
す
。

場
所
‥
藤
山
記
念
館
大
会
議
室

五
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

三
月
下
旬
～
四
月
上
旬
予
定
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六
、
会
報
第
一
六
号
の
発
行

に
つ
い
て

総
会
の
案
内
、
幹
事
会
報
告
、

地
下
壕
見
学
感
想
文
、

九
二
年
度
会
費
納
入
の
案
内

七
、
運
営
委
員
会
‥
三
月
二
六
日

あ

る

通

信

隊

員

の

回

想元
連
合
艦
隊
司
令
部

通
信
隊
員
　
　
S
氏

昭
和
二
〇
年
二
月
、
防
通
校
を

卒
業
し
て
、
日
吉
に
到
着
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
か
弓
道
場
か
、
古
い
木

造
の
建
物
に
二
・
三
日
、
何
も
し

な
い
で
泊
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後

大
き
な
家
で
、
中
通
路
に
両
側
で

五
・
六
〇
人
位
の
兵
隊
（
兵
曹
長

二
名
、
ほ
か
兵
曹
・
兵
）
と
一
緒

に
住
ん
で
い
た
。

毎
日
壕
の
中
の
通
信
室
に
勤
務

に
通
っ
た
。
後
で
、
壕
の
中
で
滴

の
落
ち
る
ベ
ッ
ト
で
の
生
活
と
な

り
、
通
信
室
も
と
な
り
で
便
利
だ

っ
た
。
通
信
言
を
出
る
と
右
に
医

務
室
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
会
議
室

が
あ
っ
て
、
上
官
の
出
入
り
が
多

く
大
変
だ
っ
た
。

空
襲
の
た
び
に
医
務
室
に
負
傷

者
が
担
架
で
入
り
、
う
る
さ
か
っ

た
。
何
人
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

毎
日
毎
日
忙
し
い
様
子
で
し
た
。

あ
る
日
、
医
務
室
の
窓
か
ろ
覗
い

て
み
る
と
、
片
足
を
も
も
か
ら
切

断
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
軍
医
が
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
を
一
杯
ひ
っ
か
け
て
、

ベ
ッ
ト
に
し
ば
っ
た
体
を
生
の
ま

ま
鋸
で
切
る
。
そ
の
時
、
兵
隊
は

殺
し
て
く
れ
と
吠
え
叫
ぶ
。
こ
れ

が
明
日
は
俺
の
番
か
と
、
人
ご
と

で
な
く
身
に
し
み
た
．

通
信
室
と
並
ん
で
暗
号
室
が
あ

り
、
電
報
は
す
ぐ
出
来
上
が
る
。

電
報
を
持
っ
て
階
段
を
か
け
上
が

る
と
、
地
上
に
は
大
き
な
建
物
が

あ
り
全
部
海
軍
が
使
っ
て
い
た
。

慶
應
大
学
の
寄
宿
舎
だ
．
そ
の
横

に
金
綱
を
張
り
、
七
面
鳥
を
飼
っ

て
、
召
集
兵
に
あ
つ
か
わ
せ
て
い

た
。
七
面
鳥
の
好
を
な
司
令
長
官

だ
っ
た
。
そ
の
豊
田
副
武
運
合
艦

隊
司
令
長
官
に
、
七
面
鳥
の
前
で

電
報
を
渡
し
た
事
が
あ
っ
た
。

壕
の
出
入
口
の
外
に
は
タ
バ
コ

ボ
ン
（
か
ま
ぼ
こ
兵
舎
）
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
勤
務
や
会
議
を
終

え
た
兵
隊
が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
と
会
話
が
は
ず
ん
だ
一
番
の
気

休
め
の
場
所
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
タ
バ
コ
ボ
ン
に
会
議

を
終
え
ら
れ
た
三
笠
宮
殿
下
が
こ

ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
兵
隊
に
来

る
前
に
古
里
で
何
を
し
て
い
た
か

聞
か
れ
て
、
そ
れ
に
答
え
た
こ
と

が
悪
い
と
後
で
ひ
ど
い
制
裁
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
。
直
接
殿
下
に

は
話
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
殿
下
は
陸
軍
代
表
で
、

陸
海
軍
参
謀
会
議
に
出
席
し
て
い

た
。日
吉
は
、
横
浜
、
川
崎
、
東
京

と
、
ま
わ
り
が
ど
ん
ど
ん
焼
け
て
、

工
場
の
油
タ
ン
ク
が
爆
発
し
て
燃

え
る
火
と
煙
で
、
夜
昼
の
区
別
が

つ
か
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

空
襲
の
時
は
、
一
般
の
国
民
も

防
空
壕
に
入
っ
て
き
た
。
薄
ぐ
ら

い
壕
の
中
で
、
空
襲
に
お
び
え
な

が
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
て
、
三

才
位
の
子
供
の
手
を
ひ
い
て
、
非

常
用
に
も
っ
た
炒
り
豆
を
袋
か
ら

一
握
り
出
し
て
、
「
兵
隊
さ
ん
、

お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
時
、
軍
人
と
し
て
責
任
の
重

大
さ
が
身
に
し
み
た
。
し
か
し
負

け
た
。
あ
の
時
の
親
子
は
ど
う
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
忘
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。書
き
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
書
く
こ
と
が
商
売
で
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
思
っ
た
こ
と
の
百

分
の
一
も
書
け
ま
せ
ん
。
同
年
兵

や
仲
間
が
い
れ
ば
思
い
出
も
沢
山

出
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
く
消
息

が
つ
か
め
ま
せ
ん
。
書
く
こ
と
は

苦
手
で
す
が
、
話
せ
ば
二
日
も
三

日
も
ま
だ
続
く
と
思
い
ま
す
。

地

下

壕

見

学

会

感

想

文

一
一
月
二
日
（
横
浜
市
小
中
学
校

教
員
団
体
・
在
日
韓
国
朝
鮮
人
児

童
生
徒
の
教
育
を
考
え
る
会
）

お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
本
日
は
貴

重
な
お
話
を
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

強
制
連
行
の
こ
と
に
つ
い
て
い
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ろ
い
ろ
自
分
な
り
に
関
心
を
持
ち

調
べ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ

と
も
ぜ
ひ
教
材
化
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
筑
豊
の

強
制
連
行
に
つ
い
て
特
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
本
校
の
前

に
は
岸
根
公
園
が
広
が
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
も
か
っ
て
は
米
軍
基

地
で
し
た
。

地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
ら
か
ら
子
供
達
と
共
に
戦
争

や
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
仕
事
と
保
存

会
の
運
動
で
本
当
に
ご
多
忙
の
毎

日
か
と
存
じ
ま
す
が
、
お
体
に
気

を
つ
け
ら
れ
て
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
六
角
橋
中
学
校
教
諭

一
一
月
三
〇
日
（
県
立
高
校
教

職
員
組
合
「
民
族
差
別
と
人
権
」

問
題
小
委
員
会
）

［
1
は
見
学
の
動
機
、
2
は
感
想
、

3
は
保
存
に
つ
い
て
の
意
見
］

＊
1
動
員
の
た
め
。
2
こ
ん
な

場
所
に
も
戦
争
の
跡
が
残
っ
て
い

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
3
ド
ロ

を
早
く
か
た
ず
け
て
保
存
し
て
ほ

し
い
。＊
1
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
地
下
壕

が
あ
っ
て
何
を
し
て
い
た
の
か
興

味
を
持
っ
た
の
で
。
2
電
気
を
消

し
た
と
き
、
こ
こ
で
何
が
行
わ
れ

て
い
た
の
か
、
思
い
を
深
く
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
3
ぜ
ひ
保
存
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で

授
業
が
で
き
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

し
た
。＊
1
私
自
身
障
害
者
で
あ
り
、

差
別
聞
題
で
共
通
す
る
も
の
を
感

じ
た
か
ら
。
2
こ
ん
な
に
立
派
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
改
め
て
朝
鮮

人
労
働
者
の
受
け
た
苦
難
を
思
う
。

3
賛
成
で
す
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
。

＊
1
以
前
市
ヶ
谷
の
地
下
壕
を

見
学
し
、
海
軍
の
方
も
と
い
う
こ

と
で
。
2
市
ヶ
谷
の
時
は
陸
上
自

衛
隊
の
広
報
担
当
が
、
昔
の
陸
軍

の
こ
と
を
自
慢
し
て
い
た
の
で
と

て
も
不
快
で
あ
っ
た
。
今
日
は
地

下
壕
の
こ
と
を
客
観
的
に
理
解
で

き
た
よ
う
に
思
う
。
3
ぜ
ひ
保
存

す
べ
き
。
＊
1
歴
史
を
民
衆
レ
ベ
ル
で
と

ら
え
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
た

い
。
2
事
前
の
説
明
に
も
う
少
し

時
間
を
と
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
3

年
間
レ
ベ
ル
で
の
運
動
を
盛
り
上

げ
、
行
政
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

と
思
う
。
地
権
者
の
同
意
・
協
力

を
取
り
付
け
る
必
要
を
考
え
る
と
、

や
は
り
行
政
の
協
力
が
必
要
と
思

う
。
今
後
の
保
存
を
考
え
る
上
で

も
必
要
と
思
う
。

＊
1
教
研
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
。

2
天
井
に
残
さ
れ
た
碍
子
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
P
R

し
て
、
こ
の
存
在
を
宣
伝
し
て
、

気
軽
に
入
れ
る
よ
う
整
備
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
出
身
県
に

も
、
中
国
人
が
掘
っ
た
穴
が
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
他
の
地
下
ト
ン

ネ
ル
の
こ
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
3
後
世
に
残
す
べ
く
ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
。

＊
1
神
奈
川
県
の
戦
争
の
遺
跡

を
体
験
し
た
か
っ
た
。
2
実
際
に

み
て
、
説
明
を
聞
き
、
イ
メ
ー
ジ

が
つ
か
め
て
よ
か
っ
た
。
3
ぜ
ひ

と
も
、
保
存
し
見
学
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
保
存
会
に
参
加
し
ま

す
の
で
宜
し
く
。

＊
1
今
日
、
同
僚
に
誘
わ
れ
て
。

2
戦
争
中
の
形
見
が
我
々
の
ま
わ

り
に
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
父
親
が
話
す
戦

争
体
験
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
3

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
1
ぜ
ひ
見
た
い
。
2
わ
ず
か

数
カ
月
の
間
に
、
と
ん
で
も
な
い

も
の
を
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
多

く
の
朝
鮮
の
人
々
も
死
ん
だ
（
殺

さ
れ
た
？
）
の
で
し
ょ
う
。
や
り

き
れ
な
さ
を
感
じ
、
平
和
を
訴
え

る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

＊
1
日
本
の
近
現
代
史
―
特
に

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
。
2

松
代
大
本
営
や
沖
縄
の
ガ
マ
と
違

い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
め
に
さ
れ
、

そ
の
立
派
さ
に
び
っ
く
り
。
多
く

の
人
々
を
死
な
せ
た
指
令
の
数
々

を
こ
こ
か
ら
発
し
た
と
思
う
と
、

慄
然
と
す
る
。
3
追
っ
て
入
会
金

を
お
送
り
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
下

さ
い
。＊
1
ど
の
程
度
の
大
き
さ
か
一

度
見
て
み
た
か
っ
た
。
2
大
き
な

部
屋
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、

長
く
迷
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
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の
が
わ
か
っ
た
。
3
ぜ
ひ
と
も
歩

き
や
す
い
よ
う
に
し
て
大
勢
の
人

に
見
学
し
て
も
ら
い
た
い
。

＊
1
有
隣
を
続
ん
で
興
味
を
持

っ
て
い
た
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
教

研
か
ら
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
の

で
。
2
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
た
。

当
時
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
現
在
の
残
さ
れ
て
い

る
状
態
そ
の
も
の
の
圧
迫
で
息
苦

し
く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
3
ぜ
ひ

整
備
し
、
保
存
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
松
代
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
な

観
光
地
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
に

対
し
て
は
反
対
で
、
で
き
る
限
り

今
の
ま
ま
で
。

＊
1
実
際
に
見
る
こ
と
に
よ
り

当
時
の
様
子
を
知
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
。
2
本
で
読
ん
で
知
っ
て

い
た
が
、
や
は
り
実
物
で
み
る
と

当
時
の
な
ま
な
ま
し
さ
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
ま
こ
と
に
す
ご
い
と
い

う
し
か
な
い
感
じ
で
す
。
3
ぜ
ひ

残
し
て
下
さ
い
。

＊
1
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
見
て
み

た
い
と
思
っ
た
。
2
講
師
の
方
の

努
力
に
頭
の
下
が
る
思
い
。
こ
の

よ
う
な
地
道
な
運
動
は
大
変
だ
。

3
ぜ
ひ
保
存
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

行
政
は
動
か
な
い
の
か
。

＊
1
教
科
学
習
に
生
か
し
た
い
。

2
重
要
な
戦
史
資
料
と
な
る
の
で
、

一
般
公
開
で
き
る
よ
う
整
備
す
べ

き
で
す
。
3
ぜ
ひ
子
係
に
伝
え
る

べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
2
沖
縄
は
前
に
み
ま
し
た
が
、

私
が
住
ん
で
い
る
井
田
の
隣
り
に

こ
ん
な
地
下
壕
が
あ
る
と
は
驚
き

ま
し
た
。
（
父
は
シ
ベ
り
ア
抑
留

者
で
す
）
。
七
〇
年
頃
、
家
の
前

の
大
正
橋
の
た
も
と
か
ら
不
発
弾

を
取
り
出
し
た
の
を
見
た
こ
と
と
、

父
に
慰
問
袋
を
送
っ
て
く
れ
た
香

川
の
人
に
、
私
が
挨
拶
に
行
っ
た

こ
と
な
ど
が
、
私
の
戦
争
体
験
で

し
た
が
、
今
度
は
も
っ
と
大
き
な

体
験
を
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
大
き
な
地
下
壕
だ
っ
た
．

＊
1
個
人
で
は
見
ら
れ
な
い
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争

の
遺
物
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
一
見
す
る
必
要

が
あ
っ
た
か
ら
。
2
日
本
政
府
の

保
存
に
積
極
的
で
な
い
こ
と
は
、

日
本
人
と
し
て
、
ア
ジ
ア
人
と
し

て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
直

接
に
は
縁
が
な
い
が
民
族
と
し
て

語
り
伝
え
て
行
く
必
要
性
を
感
じ

た
。
3
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

＊
2
迫
力
が
あ
っ
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
3
今
の
ま

ま
の
方
が
加
工
さ
れ
な
く
て
よ
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
た
だ
公
道
側

の
通
路
の
再
開
と
ド
ロ
対
策
は
必

要
で
す
が
。

＊
1
神
高
教
の
案
内
を
見
て
。

沖
縄
戦
の
教
材
研
究
を
し
て
い
く

う
ち
に
司
令
部
壕
と
し
て
の
本
壕

に
関
心
を
持
っ
た
。
2
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
3
会
員
に
な
り
ま
し

た
。＊
1
地
元
、
神
奈
川
に
お
け
る

在
日
朝
鮮
人
に
関
係
（
強
制
連
行
）

し
て
い
る
こ
と
、
及
び
戦
争
と
平

和
の
問
題
を
考
え
る
た
め
。
2
松

代
よ
り
小
さ
い
が
身
近
に
あ
る
壕

を
見
て
実
感
が
迫
っ
て
き
た
。
も

っ
と
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
見

て
み
た
い
。
他
の
壕
も
知
り
た
い
。

3
ぜ
ひ
早
急
に
保
存
す
べ
き
と
思

う
し
、
今
後
も
調
査
の
掘
り
起
こ

し
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
1
沖
縄
戦
に
興
味
が
あ
り
、

そ
の
関
係
で
。
2
歴
史
を
身
近
に

感
じ
ま
し
た
。
3
ぜ
ひ
保
存
す
べ

き
で
す
。
で
き
る
こ
と
は
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
1
戦
争
の
跡
を
目
に
す
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思

っ
た
た
め
。
2
思
っ
て
い
た
も
の

よ
り
立
派
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
も
の
を
つ
く
る
た
め

に
ど
れ
だ
け
の
労
力
が
必
要
だ
っ

た
か
と
思
う
と
、
強
制
連
行
の
罪

深
さ
を
感
じ
ま
す
。
3
先
ず
一
般

的
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
l

人
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
機
会

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。＊
1
授
業
で
強
制
連
行
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
。
身
近

に
も
そ
の
遺
構
が
あ
る
こ
と
を
知

り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。
2
今
ま

で
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た

の
で
巨
大
な
地
下
壕
に
驚
き
ま
し

た
。
壕
か
ら
出
て
き
た
ば
か
り
で

非
常
に
複
雑
な
思
い
で
す
。
家
に

帰
っ
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
す
。

3
ぜ
ひ
行
政
に
何
と
か
し
て
も
ら

い
た
い
。
横
浜
市
民
で
も
そ
の
存
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在
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
も

っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
授
業
で
話
し
て
み
ま
す
。

＊
1
強
制
連
行
の
跡
を
訪
ね
た

い
と
思
っ
た
の
で
。
2
と
て
も
刺

激
さ
れ
ま
し
た
。
少
な
く
な
い
卒

業
生
を
慶
應
大
学
に
送
り
出
し
な

が
ら
、
何
人
が
こ
の
存
在
を
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
す
。

＊
1
以
前
よ
り
寺
田
先
生
か
ら

お
話
を
聞
き
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
。
2
こ
ん

な
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
海
軍
施
設
が
あ
る
と
は
知

ら
ず
、
本
当
に
驚
き
で
し
た
。
強

制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
実
態
が

も
う
少
し
わ
か
れ
ば
・
・
と
思
い

ま
す
。
3
石
灰
が
と
け
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
土
砂
で
う
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

早
急
な
保
存
の
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
慶
應
の
生
徒
さ
ん
も
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
と
よ
い
で
す

ね
。＊
1
組
合
、
民
族
差
別
と
人
権

小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
。

2
以
前
、
松
代
大
本
営
の
地
下
壕

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

と
も
に
戦
争
の
時
の
我
々
日
本
人

の
愚
か
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

松
代
よ
り
も
、
し
っ
か
り
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
う
た
れ
て
い
る
の
が

少
々
驚
き
で
し
た
。
地
盤
の
違
い

で
し
ょ
う
か
。
3
こ
の
よ
う
な
戦

争
に
ま
つ
わ
る
も
の
は
今
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
す
。＊
1
在
日
朝
鮮
人
強
制
連
行
問

題
と
の
か
ら
み
で
。
2
昨
今
の
P

K
O
法
案
と
重
な
り
、
我
々
日
本

人
が
今
ま
で
何
を
し
て
、
何
を
し

て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
沈

黙
の
う
ち
に
表
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
が
、

今
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
突
き
進
も
う
と

し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
に
対
す
る

く
さ
び
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
地
下
壕
は
。
3
独
・
伊
と
異
な

り
、
目
に
見
え
る
形
で
の
「
戦
争
」

の
跡
を
残
そ
う
と
し
な
い
日
本
に

あ
っ
て
、
こ
う
い
う
運
動
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
す
。

＊
1
地
元
で
あ
る
の
に
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
2
戦
中
に
こ
ん

な
立
派
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壕
を

作
っ
て
い
た
、
し
か
も
使
っ
て
い

た
と
は
驚
い
た
。
今
ま
で
沖
縄
、

松
代
、
高
尾
と
み
て
き
た
が
、
作

り
か
け
の
と
こ
ろ
も
こ
う
な
っ
て

い
た
の
か
と
わ
か
っ
た
。

＊
2
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
沖
縄
の
ガ
マ
に
比
べ
る

と
、
大
変
立
派
な
地
下
壕
で
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
軍
中
央
と
地

上
戦
の
あ
っ
た
沖
縄
と
は
違
い
が

あ
り
す
ぎ
ま
す
。
戦
争
の
論
理
は
、

結
局
軍
中
心
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
ね
。

お
願
い

一
九
九
二
年
度

会
費
納
入
に
つ
い
て

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
会
費
が
、
ま
だ
未
納
の

方
は
出
来
る
だ
け
早
く
お
納
め
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

編

集

後

記

◆
第
四
回
総
会
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
に

会
員
が
飛
躍
的
に
増
え
、
保

存
運
動
に
も
弾
み
が
付
い
て

き
ま
し
た
。
、

◆
今
年
こ
そ
地
下
壕
の
整
備

保
存
の
具
体
吋
な
成
果
を
生

み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
先
日
県
知
事
の
秘
書
の
方

に
要
請
書
を
非
公
式
で
す
が

出
し
て
き
ま
し
た
。

◆
四
月
一
四
日
に
は
国
会
議

員
団
が
調
査
の
た
め
地
下
壕

に
入
る
予
定
で
す
。

◆
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て

強
制
連
行
や
従
軍
慰
安
婦
の

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
歴
史
を
正
し
く
伝
え
る

必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

◆
地
下
壕
は
生
き
た
歴
史
教

育
の
場
で
す
。
保
存
運
動
が

成
功
す
る
よ
う
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
程
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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○

映

画

紹

介

「
戦
争
と
青
春
」

一
九
九
一
年
度
の
邦
画
界
は
、

久
び
さ
に
、
黒
沢
明
の
「
八
月
の

狂
詩
曲
」
、
今
井
正
の
「
戦
争
と

青
春
」
、
山
田
洋
次
の
「
息
子
」

の
三
本
の
傑
作
が
出
た
。

特
に
「
戦
争
と
青
春
」
は
、
日

本
で
は
初
め
て
と
い
う
市
民
の
出

資
、
支
援
に
支
え
ら
れ
て
完
成
し

た
映
画
で
あ
る
。
こ
の
映
画
は
、

太
平
洋
戦
争
下
、
米
軍
に
よ
る
日

本
本
土
焦
土
作
戦
に
よ
っ
て
、
広

島
、
長
崎
を
の
ぞ
い
て
最
も
凄
惨

な
被
害
を
出
し
た
一
九
四
五
年
の

「
炎
の
夜
」
を
映
画
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
脚
本
は
、
早
乙
女
勝
元
が
二
〇

年
来
の
構
想
を
自
ら
脚
本
化
し
、

こ
れ
に
大
沢
豊
、
吉
田
憲
二
、
橘

祐
典
の
三
監
督
が
協
力
し
て
二
年

が
か
り
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
現
代
の
一
女
子
高
生
、

花
房
ゆ
か
り
（
工
藤
夕
貴
）
が
、

夏
休
み
に
出
さ
れ
た
「
戦
争
追
体

験
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
、

親
、
家
族
、
隣
人
、
教
師
を
通
し

て
、
東
京
大
空
襲
を
検
証
し
て
い

く
遺
程
で
、
一
家
が
背
負
っ
て
い

た
驚
く
べ
き
重
み
、
衝
撃
的
な
事

実
を
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
が
て
現
在
の
人
々
が
、
何
故
か

忘
れ
つ
つ
あ
る
命
が
け
の
愛
、
青

春
を
知
り
、
日
本
の
歴
史
の
恥
部

を
学
ん
で
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
に
な
っ
て
い
る
。

監
督
は
、
「
青
い
山
脈
」
「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
「
こ
こ
に
泉
あ
り
」

「
純
愛
物
語
」
そ
の
他
多
く
の
映

画
を
手
が
け
、
そ
の
何
れ
も
が
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
調
と
し
て
い

た
今
井
正
で
、
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ

た
の
は
九
年
ぶ
り
と
か
。

七
九
才
の
監
督
が
作
っ
た
も
の

と
は
思
え
な
い
迫
力
の
あ
る
映
画

で
、
悲
惨
な
シ
ー
ン
が
随
所
に
出

て
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
て
く
る

が
、
意
外
に
か
ら
っ
と
し
た
感
じ

で
暗
さ
が
な
い
。
終
わ
り
も
明
る

く
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
空
襲
シ
ー

ン
は
、
御
殿
場
市
竜
が
原
で
、
総

費
用
二
億
円
を
投
じ
て
組
ま
れ
た

セ
ッ
ト
に
火
が
放
た
れ
て
撮
影
さ

れ
た
。

こ
の
時
、
工
藤
の
頭
が
半
分
近

く
炎
に
包
ま
れ
、
危
険
を
感
じ
た

ス
タ
ッ
フ
が
彼
女
を
助
け
よ
う
と

思
わ
ず
飛
び
出
し
た
と
い
う
。

工
藤
は
「
空
襲
場
面
の
爆
影
中
、

助
か
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、

泣
き
だ
し
そ
う
な
位
怖
か
っ
た
ん

で
す
。
髪
の
毛
や
眉
毛
の
一
部
を

焦
が
し
ま
し
た
。
実
際
に
猛
火
に

巻
き
込
ま
れ
た
昔
の
人
達
は
、
ど

ん
な
に
辛
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ

う
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
」

と
。
こ
の
映
再
は
工
藤
自
身
の
戦

争
追
体
験
で
あ
っ
た
。

工
藤
夕
貴
は
、
ゆ
か
り
と
ゆ
か

り
の
叔
母
、
つ
ま
り
四
五
年
前
の

咲
子
の
二
役
と
し
て
出
演
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
工
藤
の
希
望
で
決

ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
こ

の
映
画
に
か
け
る
工
藤
の
意
気
込

み
は
凄
か
っ
た
。
「
た
と
え
、
こ

の
映
画
を
最
期
に
女
優
を
や
め
て

も
悔
い
は
な
い
」
と
ま
で
言
い
切

っ
て
い
る
。

映
画
は
、
焼
け
焦
げ
た
一
本
の

電
柱
を
中
心
に
展
開
し
、
現
代
と

四
六
年
前
の
回
想
が
交
互
に
映
し

出
さ
れ
る
。
回
想
は
モ
ノ
ク
ロ
で

記
録
フ
ィ
ル
ム
も
使
わ
れ
、
映
像

効
果
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
リ
ア

ル
に
満
ち
た
空
襲
シ
ー
ン
、
焼
け

跡
の
様
子
、
蛍
が
飛
び
交
う
幻
想

的
な
シ
ー
ン
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

映
画
は
、
ま
た
被
害
者
の
立
場

だ
け
で
な
く
、
当
時
の
朝
鮮
人
や

中
国
人
に
対
す
る
加
害
者
の
立
場

に
も
た
っ
て
、
き
ち
ん
と
描
か
れ

て
い
る
。
最
近
の
邦
画
に
は
な
い
異
色
の

作
品
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

が
漂
い
、
見
る
人
は
感
動
を
呼
び

起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
映
画
は
、
文
部
省
選
定
と

優
秀
映
画
鑑
賞
会
の
推
薦
を
受
け
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
映
画
祭
に

も
出
品
さ
れ
た
。
日
本
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
に
は
、
こ
の
映
画
が
最
優
秀

作
品
賞
に
、
工
藤
夕
貴
が
主
演
女

優
賞
に
ノ
ミ
ネ
イ
ト
さ
れ
た
。

多
く
の
人
々
に
是
非
見
て
頂
き

た
い
映
画
で
あ
る
。
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要 　 請 　 書

神 奈 川 県 知 事

長 洲 　 一 二 殿

連 合 艦 隊 司 令 部 日 吉 台 地 下 壕 の 保 存 を す す め る 会

会 長 　 　 　 永 戸 　 多 喜 雄

事 務 局 長 　 　 寺 田 　 貞 治

年 度 末 で 多 忙 な 時 期 で あ り ま す が 、 貴 職 に お か れ ま し て は 、 益 々 ご 健 勝 の こ と

と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。 日 頃 、 県 民 の 平 和 で 豊 か な 暮 し を 実 現 す る た め 、 ご 活 躍

さ れ て い る こ と に 対 し ま し て 、 心 よ り 敬 意 を 表 し ま す 。

さ て 、 貴 職 に お か れ ま し て は 、 旧 海 軍 連 合 艦 隊 司 令 部 日 吉 台 地 下 壕 の 保 存 を す

す め る 会 （ 略 称 ‥ 日 吉 台 地 下 壕 保 存 の 会 ） が あ り 、 保 存 運 動 を 展 開 し て い る こ と

は 、 す で に ご 存 知 の こ と と 思 い ま す 。

神 奈 川 県 は 、 第 二 次 大 戦 に よ っ て 大 き な 被 害 を 受 け ま し た 。 し か し 地 上 に は も

は や 戦 争 の 遺 跡 を と ど め る も の は 殆 ど あ り ま せ ん 。

し か し 、 日 吉 の 丘 の 地 下 に は 旧 帝 国 海 軍 連 合 艦 隊 司 令 部 の 巨 大 な 地 下 壕 が 眠 っ

て い ま す 。 大 戦 末 期 約 一 年 間 、 こ の 日 吉 の 司 令 部 か ら 様 々 な 作 戦 司 令 が 出 さ れ ま

し た 。 ま た 、 大 本 営 軍 令 部 の 情 報 部 も 来 て お り 、 世 界 の 軍 事 情 報 が 集 め ら れ て い

ま し た 。 そ の 他 人 事 局 ・ 経 理 局 、 航 空 本 部 な ど も 来 て お り 、 日 吉 は 最 も 重 要 な 軍

事 基 地 の 一 つ で あ り ま し た 。 こ の た め 、 日 吉 地 区 は 横 浜 大 空 襲 の 前 に も 大 き な 空

襲 が 二 度 あ り 、 大 き な 被 害 を 受 け ま し た 。

地 下 壕 は 海 軍 の 設 営 隊 と 民 間 の 労 働 者 に よ っ て 掘 ら れ 、 こ の 中 に は 少 な く と も

七 〇 〇 人 以 上 の 朝 鮮 人 労 働 者 が い て 、 最 も 危 険 な 場 所 の 掘 削 に 従 事 し た と い わ れ

て い ま す 。

戦 後 は 日 吉 に 一 九 四 九 年 ま で 進 駐 軍 が 駐 留 し 、 日 吉 の 町 は 米 軍 の 基 地 の 町 で あ

り ま し た 。

こ の よ う に 、 日 吉 台 地 下 壕 は 、 全 国 に 数 あ る 地 下 壕 の 中 で も 、 当 時 最 も 重 要 な

も の で あ り 、 様 々 な 戦 争 の 実 相 が 凝 集 し て い る と こ ろ で す 。 こ の 地 下 壕 も い ま 残

さ な け れ ば 、 神 奈 川 県 に 大 戦 当 時 の 激 動 の 昭 和 史 を 語 る 構 築 物 は 殆 ど 無 く な っ て

し ま う で し ょ う 。

私 た ち は 、 こ う し た 貴 重 な 遺 産 を 、 歴 史 の 生 き 証 人 と し て 、 ま た 戦 争 と 平 和 を

考 え る 原 点 と し て 、 現 在 お よ び 後 世 の 人 々 の た め に 残 し た い と 思 っ て お り ま す 。

つ き ま し て は 、 こ の よ う な 私 た ち の 意 図 を お 汲 み 取 り 下 さ い ま し て 、

日 吉 台 地 下 壕 を 史 跡 と し て 永 く 保 存 し 、 多 く の 人 々 が 見 学 で き る よ う

に 整 備 し て 頂 き た く 要 請 い た し ま す 。

な お 、 保 存 を す す め る 会 の 連 絡 先 は 左 記 の 通 り で す 。

横 浜 市 港 北 区 下 田 町 三 － 一 五 － 二 七 　 　 寺 田 貞 治 方

日 吉 台 地 下 壕 保 存 の 会 事 務 局 　 　 電 話 〇 四 五 － 五 六 二 － 一 二 八 二

一 九 九 二 年 三 月 　 　 日


